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（成果情報名） アロウカナ交雑G鶏の性能7

［要約］青色卵殻色のアロウカナ種の産卵性を向上させ、好まれる卵殻色の系統を作

成するため系統造成を実施した。クロス系(ｱﾛｳｶﾅ*ﾎｰﾌﾟ)は一時青色が薄くなる傾向が

見られたが、G 以降は濃い青色方向に改善され、G ではａ 値が-6台となり、ｂ 値が４ ７
＊ ＊

適度な数値のため鮮やかな緑色を示した。産卵率も改善され、65%前後を維持し、原

種の3倍の産卵率となった。ＷＬ系(ｱﾛｳｶﾅ*WL)もクロス系と類似の卵殻色経緯となっ

たが、ｂ 値が低いため青色を呈し、産卵率も60%強を維持した。＊
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［背景・ねらい］

直販経営では消費者の多様性に対応するため常に新しい付加価値鶏卵の開発が望まれて

いる。そこで、ファッション性の高い青色卵殻色の遺伝子を持つアロウカナ種を利用して、

産卵性向上と安定した青色卵殻色の鶏を作成した。

［成果の内容・特徴］

１ クロス系（アロウカナ＊ホープ）は緑色を呈するが、世代が進むにつれてａ 値は－＊

の値が小さくなり、青色が薄くなる傾向が見られたが、G 以降は濃い方向に改善され４

た。G ではG に比べてａ 値が-1.5程度低く、青色が濃くなり、ｂ 値が初期に比べて７ １
＊ ＊

小さくなっているため鮮やかな緑色を示す系統となった。

２ ＷＬ系（アロウカナ＊ＷＬ）は青色を呈しているが、G まで青色が薄くなり、その３

後改善され、G ではａ 値が-4台を示し、ｂ 値がクロス系の半分程度のため鮮明な青７
＊ ＊

色示す系統となった。

３ 産卵率は65%前後を維持し、卵重も50g以上でアロウカナ原種に比べて著しい改善と

なったが、コマーシャル鶏の成績よりは劣る成績であった。

［成果の活用面・留意点］

１ ３色卵等の付加価値を考慮した販売方法が効果的である。

２ 卵黄比率が高いため、ゆで卵で旨みが感ぜられ、セールポイントとして利用できる。



［具体的データ］

表１ 成鶏期クロス系の生産性の成績（20～72週齢）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７項 目 G G G G G G G

50%産卵到達日齢 日 158 144 148 158 164 161 169

産 卵 率 % 64.4 66.2 66.5 59.4 61.9 54.7 66.4
平 均 卵 重 g 53.2 53.2 51.5 52.5 51.3 52.6 51.9

日 産 卵 量 g 34.4 33.2 32.8 31.2 31.8 28.6 34.9
飼料摂取量 g 89.8 82.2 83.5 85.6 76.7 73.5 83.8

飼料要求率 2.57 2.52 2.56 2.88 2.64 2.66 2.94
生 存 率 % 87.8 97.8 94.2 95.0 96.5 93.8 97.1

表２ 成鶏期ＷＬ系の生産性の成績（20～72週齢）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７項 目 G G G G G G G

50%産卵到達日齢 日 155 153 153 156 160 159 159

産 卵 率 % 64.8 55.9 60.4 61.2 59.7 59.4 62.4

平 均 卵 重 g 50.6 52.7 52.6 50.9 54.7 57.0 55.7
日 産 卵 量 g 33.2 29.3 31.7 31.4 33.1 33.6 35.1

飼料摂取量 g 84.3 76.9 93.1 88.9 90.8 70.9 85.4
飼料要求率 2.53 2.66 2.96 2.98 2.92 2.20 3.04

生 存 率 % 90.4 91.1 100.0 97.8 100.0 88.9 95.3

表３ 卵 殻 色 推 移

１ ２ ３ ４ ５ ６ ６項 目 G G G G G G G

ク Ｌ 値 84.04 79.69 78.78 79.87 83.51 85.22 84.45＊

ロ ａ 値 -4.91 -4.02 -2.60 -3.14 -4.57 -6.51 -6.27＊

ス ｂ 値 12.48 12.09 9.22 8.90 10.25 8.74 10.50＊

鶏 △ｅ値 14.30 15.75 14.30 13.61 13.15 11.31 13.30

Ｗ Ｌ 値 89.31 84.10 83.37 84.33 87.74 88.32 88.74＊

Ｌ ａ 値 -4.69 -3.16 -1.05 -1.63 -4.07 -5.64 -4.61＊

鶏 ｂ 値 5.89 5.79 3.43 5.08 4.25 5.61 6.25＊

△ｅ値 7.27 8.38 8.08 8.05 6.62 7.03 7.67
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